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在
宅
生
活
支
援
事
業

○
軽
度
生
活
援
助

　

家
周
り
の
手
入
れ
な
ど
の
簡
単
な
日
常
生
活
援
助
を

行
い
ま
す
。【
対
象
】在
宅
で
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一

人
暮
ら
し
の
方
お
よ
び
虚
弱
高
齢
者
世
帯
の
方
で
、
援

助
が
必
要
な
方　

【
利
用
料
】１
時
間
当
た
り
２
０
０
円

○
通
院
時
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
助
成

　

居
宅
か
ら
病
院
・
診
療
所
な
ど
へ
の
通
院
に
村
内
の

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
場
合
、
料
金
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。【
対
象
】65
歳
以
上
で「
要
介
護
１
」
以
上
の
方
、

身
体
障
害（
１
・
２
・
３
級
）者
、知
的
障
害（
Ⓐ
・
Ａ
）者
、

精
神
障
害（
１
・
２
級
）
者
、
難
病
疾
患
者　

【
助
成
額
】

利
用
料
金
の
２
分
の
１
で
、
５
０
０
０
円
を
上
限
と
し

ま
す（
助
成
券
を
交
付
）。【
助
成
回
数
】年
48
回
ま
で（
慢

性
透
析
療
法
治
療
者
は
年
１
４
４
回
ま
で
）

○
配
食
サ
ー
ビ
ス（
毎
日
型
・
週
１
回
型
）

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
配
達
し
、
利
用
者

の
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。
毎
日
型（
昼
食
・
夕
食
の

ど
ち
ら
か
一
方
）と
週
１
回
型
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

【
対
象
】お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
、
虚

弱
高
齢
者
世
帯
の
方
、一
人
暮
ら
し
の
身
体
障
害
者
で
、

食
事
を
作
る
こ
と
が
困
難
な
方　

【
利
用
料
】１
食
当
た

り　

毎
日
型
…
４
０
０
円
、
週
１
回
型
…
無
料

○
愛
の
定
期
便

　

乳
酸
菌
飲
料
を
週
３
回
配
達
し
、
健
康
の
増
進
を
図

り
、
利
用
者
の
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。【
対
象
】お
お

む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方　

【
利
用
料
】無
料

○
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

　

居
宅
に
緊
急
通
報
装
置
を
設
置
し
、
急
病
な
ど
で
緊

急
援
助
を
必
要
と
す
る
場
合
に
緊
急
ボ
タ
ン
を
押
す
こ

と
で
、
消
防
署
に
救
援
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。
ま
た
、
週
１
回
の
電
話
や
月
１
回
の
巡
回
に

よ
る
安
否
確
認
も
行
い
ま
す
。【
対
象
】お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
、
高
齢
者
世
帯
の
方
、
一
人
暮

ら
し
の
重
度
身
体
障
害
者　

【
設
置
費
・
利
用
料
】無
料

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
購
入
費
の
助
成

　

居
宅
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。【
対
象
】所

得
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
、
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
の
方
お
よ
び
寝
た
き
り
の
方　

【
助
成
額
】住
宅
用
火

災
警
報
器
の
購
入
費
の
２
分
の
１
で
、
５
０
０
０
円
を

上
限
と
し
ま
す（
１
世
帯
当
た
り
１
個
の
み
）。

○
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

　

理
美
容
師
が
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
年
６
回
ま
で
理

美
容
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。【
対
象
】
在
宅
で「
要

介
護
３
・
４
・
５
」
の
方
、
身

体
障
害（
１
・
２
級
）
者
、
ま

た
は
65
歳
以
上
で
老
衰
、
心

身
の
障
が
い
な
ど
に
よ
り

一
般
の
理
美
容
所
で
の
利

用
が
困
難
な
方　

【
利
用
料
】

１
８
０
０
円
／
回

○
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
の
助
成

　

高
齢
者
向
け
に
居
室
な
ど
の
改
修
を
行
う
場
合
、
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。【
対
象
】虚
弱
高
齢
者
世
帯

の
方
、
ま
た
は
虚
弱
高
齢
者
の
い
る
世
帯（
同
居
者
全

員
が
住
民
税
非
課
税
者
）　

【
助
成
額
】
改
修
費
用
の
４

分
の
３
で
、
60
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

○
住
宅
整
備
資
金
の
貸
し
付
け

　

高
齢
者
の
住
環
境
を
改
善
す
る
た
め
、
住
宅
の
増
改

築
に
必
要
な
経
費
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。【
対
象
】

60
歳
以
上
の
方
と
同
居
す
る
親
族
の
方　

【
貸
し
付
け

限
度
額
】２
４
０
万
円（
年
利
１
・
８
％
）　

【
返
済
期
間
】

10
年
以
内

○
デ
イ
サ
ー
ビ
ス（
通
所
介
護
）

　

在
宅
で
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
に
支
障
が
あ
る
高
齢

者
を
支
援
す
る
た
め
、
日
常
動
作
訓
練
や
入
浴
な
ど
の

各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。【
対
象
】お
お
む
ね
65

歳
以
上
の
要
介
護
認
定
で「
自
立
」と
判
定
さ
れ
た
方　

【
利
用
料
】介
護
保
険「
要
支
援
１
」の
単
価
の
10
％

○
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ（
短
期
入
所
）

　

在
宅
で
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
一
時
的
に
困
難
に
な

っ
た
高
齢
者
を
、
短
期
的
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で

お
世
話
し
ま
す
。【
対
象
】お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
要
介

護
認
定
で「
自
立
」と
判
定
さ
れ
た
方　

【
利
用
料
】介
護

保
険「
要
支
援
１
」の
単
価
の
50
％

高齢者のための

保健福祉サービス

高齢者のための

保健福祉サービス
　高齢社会を迎えた今、村では、高齢者が住み慣れ

た地域で生涯にわたり健康で生き生きと暮らせるよ

うに、自立した生活を支援するサービス、介護する

家族の負担を軽減するサービスなど、さまざまなサ

ービスを提供しています。そこで、今月号では主な

サービスの概要について、ご案内します。

●問 合 せ　福祉部高齢福祉課高齢福祉係
（☎282-1711　内線1162）
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○
寝
具
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス

　

寝
具
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
車
が
自
宅
で
寝
具
を
乾

燥
、
消
毒
し
ま
す（
年
間
６
回
ま
で
）。【
対
象
】60
歳
以

上
の
在
宅
の
方
で
、
寝
具
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
方　

【
利
用
料
】
３
０
０
円
／
回（
１
回
当
た
り
寝
具
４
枚
程

度
ま
で
）

家
族
介
護
支
援
事
業

○
徘は

い

徊か
い

高
齢
者
等
位
置
探
索
サ
ー
ビ
ス

　

徘
徊
に
よ
る
高
齢
者
な
ど
の
探
索
用
に
、
携
帯
用
位

置
探
索
器
の
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。【
対
象
】お
お
む

ね
65
歳
以
上
の
徘
徊
癖
の
あ
る
高
齢
者
お
よ
び
知
的
障

害
者
を
介
護
し
て
い
る
方　

【
利
用
料
】１
万
５
７
５
０

円（
登
録
料
と
し
て
）

○
家
族
介
護
用
品
購
入
費
の
助
成

　

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
の
方
に
、
紙
お
む
つ
な

ど
の
介
護
用
品
を
購
入
す
る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。【
対

象
】常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
、
65
歳
以
上
の
寝
た
き

り
の
高
齢
者
、
認
知
症
の
高
齢
者
、
お
よ
び
身
体
・
知

的
障
害
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方　

【
助
成
額
】年

間
７
万
２
０
０
０
円（
助
成
券
を
交
付
）

○
家
族
介
護
者
交
流
事
業

　

在
宅
で
寝
た
き
り
の
高
齢
者
な
ど
を
介
護
し
て
い

る
家
族
の
介
護
に
つ
い
て
の
研
修
会
や
心
身
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
、
情
報
交
換
の
た
め
の
交
流
会
を
実
施
し
ま

す
。【
対
象
】65
歳
以
上
の

「
要
介
護
２
」
以
上
の
方
、

身
体
障
害（
１
・
２
級
）
者
、

知
的
障
害（
Ⓐ
・
Ａ
）
者
、

お
よ
び
精
神
障
害（
１
級
）

者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い

る
家
族
の
方　

【
参
加
費
】

無
料

○
在
宅
介
護
慰
労
金

　

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
の
方
に
慰
労
金
を
支
給

し
ま
す
。【
対
象
】65
歳
以
上
の「
要
介
護
４
・
５
」
の
方

を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
の
方【
支
給
条
件
】前
年

８
月
１
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
の
過
去
１
年
間
に
介
護

保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
こ
と　

【
支
給

額
】５
万
円

○
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
助
成

　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
と
き
の
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。【
対
象
】在
宅
で
、
介
護
保
険
の
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
受
け
た
方
、

ま
た
は
村
で
実
施
し
て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
を
利
用
し
た
方
で
、
所
得
税
非
課

税
世
帯
に
属
す
る
方　

【
助
成
額
】利
用
し
た
在
宅
サ
ー

ビ
ス
費
用
の
10
分
の
７（
村
で
実
施
し
て
い
る
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
事
業
を
利
用
し
た
場
合
は
、
10
分
の
５
）

介
護
予
防
事
業

○
高
齢
者
健
康
教
室

　

転
倒
予
防
の
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
食
生
活

改
善
教
室
な
ど
を
行
い
、
健
康
的
に
暮
ら
せ
る
よ
う
指

導
し
ま
す
。【
対
象
】
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方　

【
利

用
料
】無
料　

○
生
き
が
い
づ
く
り
支
援
事
業

（
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　

高
齢
者
の
健
康
を
維
持
し
、
社
会
参
加
が
で
き
る
よ

う
健
康
体
操
や
趣
味
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。【
対
象
】

65
歳
以
上
の
方　

【
参
加
費
】３
５
０
円
／
回

○
万
歩
計
貸
与
事
業

　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
た
め
、
万

歩
計
の
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。【
対
象
】65
歳
以
上
の

方　

【
利
用
料
】無
料

● 3

地域
包括支援センター

ご利用く
ださい！

　地域包括支援センターで

は、高齢者が住み慣れた地

域で自立した生活を続ける

ために、心身の健康保持と

生活安定に必要な援助や、

保健・医療・福祉・介護の

各種サービスの総合的な調

整を行います。どうぞ、お

気軽にご相談ください。

■問 合 せ 東海村地域包

括支援センター（☎287-

2516）

○
も
の
忘
れ
検
診
と
認
知
症
予
防
・
リ
ハ
ビ
リ
教
室

　

も
の
忘
れ
に
対
す
る
不
安
解
消
や
認
知
症
の
予
防
を

目
的
に
行
い
ま
す
。【
対
象
】も
の
忘
れ
お
よ
び
そ
の
予

防
に
関
心
の
あ
る
方　

【
利
用
料
】も
の
忘
れ
検
診
…
１

次
検
診
は
２
０
０
円
、
２
次
検
診
は
健
康
保
険
の
自
己

負
担
分
の
20
％　

認
知
症
予
防
・
リ
ハ
ビ
リ
教
室
…
材

料
費
の
み

○
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

　

筋
力
や
柔
軟
性
、
バ
ラ
ン
ス
能
力
を
高
め
、
要
介

護
・
要
支
援
状
態
に
陥
る
こ
と
の
予
防
を
目
的
に
行
い

ま
す
。【
対
象
】65
歳
以
上
の
足
腰
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
方
な
ど　

【
参
加
費
】３
０
０
円
／
回（
全
28
回
）

そ
の
他
の
事
業

○
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
施
術
費
の
助
成

　

心
身
の
健
康
増
進
を
目
的
に
、
は
り
、
き
ゅ
う
、
あ

ん
摩
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
指
圧
の
施
術
を
受
け
た
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。【
対
象
】70
歳
以
上
の
方
、
ま
た

は
身
体
障
害（
１
・
２
級
）
者　

【
助
成
額
】
１
０
０
０
円

／
回（
年
間
12
枚
を
限
度
と
し
て
助
成
券
を
交
付
）

○
村
民
証

　

村
内
の
公
共
施
設
や
郵
便
局
で
の
身
分
確
認
に
利
用

で
き
る「
東
海
村
民
証
」を
交
付
し
ま
す
。【
対
象
】65
歳

以
上
の
方　

【
費
用
】無
料　
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向
け
て

国
民保護訓練

に

も
し
も
の
事
態
に
備
え
て

その３　

「
国
民
保
護
訓
練
に
向
け
て
」の
特
集

を
７
月
号
か
ら
３
回
に
わ
た
り
連
載
し

て
き
ま
し
た
が
、
シ
リ
ー
ズ
最
後
と
な

る
今
月
号
で
は
、
９
月
29
日(
金)
に
実

施
す
る「
平
成
18
年
度
茨
城
県
国
民
保

護
訓
練(

原
子
力
災
害
対
処
訓
練)

」
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

訓
練
の
特
徴

　

昨
今
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
や
国
際
テ
ロ

組
織
な
ど
に
よ
る
武
力
攻
撃
に
対
し
、

危
機
管
理
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
今
年
度
は
、
平
成
16

年
に
成
立
し
た「
国
民
保
護
法
」に
基
づ

き
、
現
在
、
村
で
作
成
作
業
を
進
め
て

い
る「
東
海
村
国
民
保
護
計
画
」を
検
証

す
る
と
と
も
に
、
国
民
保
護
の
た
め
の

措
置
に
対
す
る
村
民
の
皆
さ
ん
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
原
子
力

災
害
対
処
訓
練
と
し
て
国
民
保
護
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。

　

原
子
力
施
設
を
対
象
と
し
た
都
道
府

県
規
模
の
国
民
保
護
訓
練
は
、
昨
年
11

月
に
福
井
県
で
実
施
さ
れ
た
も
の
に
次

ぎ
国
内
で
２
例
目
と
な
る
訓
練
で
、
全

国
的
に
は
な
じ
み
の
な
い
も
の
で
す

が
、
県
内
外
か
ら
の
関
心
と
注
目
度
は

高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

訓
練
の
概
要

▼
期　
　

日 

９
月
29
日（
金
）

▼
時　
　

間 

午
前
７
時
か
ら
午
後
２

時
ま
で

▼
主　
　

催 

内
閣
官
房
・
茨
城
県
・

東
海
村
・
日
立
市
・
近
隣
７
市
町

▼
対
象
事
業
所 

日
本
原
子
力
発
電
㈱

　

東
海
第
二
発
電
所

▼
訓
練
想
定 

東
海
第
二
発
電
所
が
国

籍
不
明
の
テ
ロ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
攻

撃
を
受
け
、
施
設
の
一
部
が
故
障
し

た
こ
と
に
よ
り
、
放
射
性
物
質
が
放

出
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
た
た

め
、
茨
城
県
と
東
海
村
ほ
か
近
隣
市

町
は
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
を
そ

れ
ぞ
れ
設
置
、
住
民
に
対
し
避
難
の

指
示
や
救
護
な
ど
を
行
う
。

▼
訓
練
内
容 

異
常
事
態
発
生
通
報
訓

練
、
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
等
設

置
運
営
訓
練
、
住
民
等
避
難
訓
練
、

避
難
住
民
等
救
護
訓
練
、
災
害
対
処

訓
練
、
緊
急
時
情
報
伝
達
訓
練
、
原

子
力
事
業
所
に
お
け
る
テ
ロ
警
戒
訓
練

２ｋm

３ｋm

４ｋm

５ｋm

避難対象地域

屋内退避対象地域

平成18年度茨城県国民保護訓練（原子力災害対処訓練）防護対策区域
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②
広
域
避
難
へ
の
取
り
組
み
…「
平
成

16
年
度
茨
城
県
原
子
力
総
合
防
災

訓
練
」
に
引
き
続
き
、
２
回
目
と
な

る
村
外
へ
の
広
域
避
難
を
試
み
、
茨

城
県
、
日
立
市
お
よ
び
近
隣
市
町
、

警
察
、
自
衛
隊
等
と
の
連
携
・
協
力

に
つ
い
て
の
実
績
を
積
む
こ
と
と

し
ま
す
。

③
自
家
用
車
を
使
っ
た
災
害
時
要
援

護
者
避
難
へ
の
取
り
組
み
…
自
然
災

害
や
原
子
力
災
害
に
お
い
て
は
、
地

方
自
治
体
が
用
意
し
た
車
両
を
使
っ

て
の
避
難
を
原
則
と
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
の
訓
練
で
は
、
災
害
時
要

援
護
者
の
避
難
な
ど
に
つ
い
て
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
や
消
防
団
、
近

隣
住
民
の
協
力
を
得
て
取
り
組
ん
で

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
自
家
用
車
に
よ
る
避
難
対
象
車
両

は
、
こ
の
訓
練
の
た
め
に
村
か
ら
指

定
さ
れ
た
住
民
の
自
家
用
車
に
限
り

ま
す
。

④
交
通
規
制
の
実
施
…
住
民
の
避
難

等
を
的
確･

迅
速
に
行
う
た
め
の
交

通
規
制
訓
練
と
し
て
、
29
日
の
正
午

前
後
15
分
程
度
の
時
間
帯
に
限
り
、

避
難
経
路
と
な
る
村
道
小
松
原
笠

内
線(

は
な
み
ず
き
通
り)

の
一
部
約

１
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
で
一

般
車
両
の
進
入
禁
止
と
一
方
通
行
、

信
号
操
作
に
よ
る
交
通
規
制
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

【
交
通
規
制
区
間
】東
海
村
合
同
庁
舎

前
〜
イ
オ
ン
㈱
ジ
ャ
ス
コ
東
海
店
前

〜
東
海
高
等
学
校
前

　

防
護
対
策
区
域

　

東
海
第
二
発
電
所
か
ら
半
径
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
同
心
円
内
と
北
北
西
・
北

西
・
西
北
西
の
方
向
に
向
け
67
・
５
度

の
範
囲
で
広
が
る
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ま

で
を
避
難
対
象
地
域
、
同
５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
ま
で
の
区
域
を
屋
内
退
避
対
象
地

域
と
し
ま
す（
右
図
参
照
）。

　

問

合

せ

　

訓
練
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
経

済
環
境
部
原
子
力
対
策
課
原
子
力
・

防
災
係（
☎
282
局
１
７
１
１　

内
線

１
５
１
９
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
住
民
等
訓
練
参
加
者 

白
方
、豊
岡
、

岡
、
百
塚
、
石
神
内
宿
２
区
、
竹
瓦
、

亀
下
、
原
子
力
機
構
百
塚
お
よ
び
豊

白
地
区
内
の
住
民
と
地
域
の
施
設
関

係
者
な
ど
約
５
０
０
人

▼
救
護
所
・
避
難
所 

東
海
村
総
合
体

育
館
、
日
立
市
水
木
交
流
セ
ン
タ
ー

訓
練
の
ポ
イ
ン
ト

①
東
海
村
国
民
保
護
計
画（
素
案
）の
検

証
と
実
績
反
映
…
東
海
村
国
民
保
護

協
議
会
で
ま
と
め
た「
東
海
村
国
民

保
護
計
画
」(

素
案)

に
つ
い
て
、
今

回
の
訓
練
で
そ
の
実
効
性
を
検
証
す

る
と
と
も
に
、
今
後
の
作
成
過
程
に

お
い
て
訓
練
の
成
果
と
反
省
を
盛
り

込
み
ま
す
。

　わが国で初めて日本原子力研究所の立地が

茨城県に決定して、今年で50周年を迎えるこ

とを記念し、茨城原子力50周年記念事業を開

催します。これまでの茨城の原子力の歩みを

紹介したり、サイエンスショーなどを行った

りします。ぜひ、ご来場ください。

茨城原子力50周年記念式典・講演会

●期　　日 10月20日（金）

●時　　間 午後１時30分～４時

●場　　所 東海文化センター

●定　　員 200人程度（応募多数の場合は

抽選）

●講　　演 演題／「日本原子力政策の開始

と発展とその未来について」　講師／中曽

根康弘氏（元内閣総理大臣）

●申し込み ９月30日（土）（当日消印有効）

までに、往復はがきに代表者の住所・氏

名・電話番号、代表者を含む参加者全員の

氏名・年齢を記入の上、（社）茨城原子力協

議会「記念式典・講演会」係（〒319-1112　

東海村村松225-2）へ申し込みください。は

がき１枚につき２人まで応募できます。

茨城原子力50周年記念フェア

　テレビでおなじみの“杉山清志先生のサイ

エンスショー”と“北沢善一先生のサイエンス

演芸”を行います。

●期　　日 10月21日（土）

●時　　間 サイエンスショー…①午前10

時30分～ 11時30分　②午後１時～２時　

サイエンス演芸…①午前11時40分～午後

０時40分　②午後２時10分～３時10分

●場　　所 東海文化センター

●申し込み サイエンスショー…９月30日

（土）（当日消印有効）までに、往復はがきに

代表者の住所・氏名・電話番号、代表者

を含む参加者全員の氏名・年齢、希望時間

（①・②）を記入の上、（社）茨城原子力協議

会「サイエンスショー」係（〒319-1112　東海

村村松225-2）へ申し込みください（各750人

を超えた場合は抽選）。はがき１枚につき

５人まで応募できます。サイエンス演芸…

当日整理券を配布します（定員は各180人）。

そ の 他

　パネル展や農水産物の販売、着ぐるみ劇、

スタンプラリーなどがあります。

問 合 せ

　（社）茨城原子力協議会（☎282-3111）

茨城原子力50周年記念事業

● 5

茨城原子力50周年記念事業
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◆問 合 せ　福祉部地域医療推進課（☎287-0899　電子メールtiiki-is@vill.tokai.ibaraki.jp）

　私が医師になった約30年前と現在とでは、患者様に対する医療の考え方が大き

く変わってきています。

■説明と承諾（納得）の義務

　現在の医療は、患者様に対してどのような疾患でどのような治療をしていくか

などを説明することが医療者側に義務付けられています。そして、患者様側が納

得し、承諾した上で医療行為（検査や手術など）が行われることになります。その

ために、承諾書などを書いていただくことが多くなりました。たとえ予防接種でも、簡単な問診

をし、承諾書を書いていただいてから行います。私が小学生のころは、子どもたちは１列に並び、

順々に、機械的に予防接種を受けていたものでした。

また、病院に来院したらすぐに注射をして、すぐに帰宅するものと思っているご家族の方もい

ますが、現在はそのような時代ではなくなったのです。当然、待つ時間が長くなりますので皆様

のご理解が必要です。

　患者様側の希望と医療の必然性・妥当性・効果性、さらには医療側と患者様側の経済性をも考

え、お互いに妥協点を見いだして行うという方向になってきています。

　またこれからは、患者様側からの希望がすべて満たせる時代ではなく、協力し合いながら医療

を行っていく時代になってきているのです。

病院への上手なかかり方（その13） 村立東海病院院長　大場義幸

新しい村立東海病院

　

村
で
は
、
緑
化
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
緑
化
木

を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対　
　

象

　

村
内
で
、
平
成
18
年
４
月
以
降
に
１
戸
建
て
住
宅
を

新
築
し
た
方
、
ま
た
は
現
在
新
築
中
の
方

配
布
す
る
樹
木
の
種
類
お
よ
び
本
数

　

秋
種（
11
種
類
）…
ツ
バ
キ
・
ア
ラ
カ
シ
・
キ
ン
モ
ク

セ
イ
・
サ
ザ
ン
カ
・
ヤ
マ
モ
モ
・
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
・

カ
ク
レ
ミ
ノ
・
ゲ
ッ
ケ
イ
ジ
ュ
・
ヒ
イ
ラ
ギ
モ
ク
セ

イ
・
エ
ゴ
ノ
キ
・
ク
チ
ナ
シ
、
お
よ
び
春
種（
12
種
類
）

…
モ
ミ
ジ
・
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
・
ウ
メ
・
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
・

ア
ジ
サ
イ
・
ナ
ン
テ
ン
・
カ
イ
ド
ウ
・
ヤ
マ
ブ
キ
・
コ

ブ
シ
・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
・
カ
キ
・
カ
リ
ン
の
中
か
ら
１

本
。
た
だ
し
、
緑
化
木
の
入
荷
状
況
に
よ
り
、
配
布
す

る
樹
木
の
種
類
を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
締
め
切
り
日

　

９
月
29
日（
金
）（
秋
種
）　

※
春
種
の
締
め
切
り
日
は

来
年
２
月
末
日
に
な
り
ま
す
。

そ

の

他

　

村
内
で
緑
化
活
動
を
行
う
団
体
等
に
つ
い
て
は
、
１

団
体
当
た
り
３
万
円
以
内
の
、
団
体
等
が
選
ん
だ
緑
化

木
を
随
時
、
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
合
せ

　

建
設
水
道
部
都
市
計
画
課
都
市
整
備
係（
☎
282
局

１
７
１
１　

内
線
１
２
３
２
）へ
申
し
込
み
下
さ
い
。

「
緑
化
木
配
布
」
秋
種
申
し
込
み

締
め
切
り
の
ご
案
内

　院内に“御意見箱”を設置して１か月が過ぎ、皆さんからさまざまなご意見・ご要望をお寄せいただ

いています。

　この度、総合受付前に回答掲示板を設置し、お寄せいただいたご意見・ご要望に対する病院からの

回答を掲示しましたので、機会がありましたら、ぜひご覧ください。

　これからも、皆さんのご意見一つ一つに耳を傾け、より良い病院づくりに努めていきます。

≪ご意見への回答掲示板設置≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫
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村政への提案レター
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村政への提案レター
あなたの声をお聞かせください

●村政に関する意見・要望・身近なことについての提言など、

　どしどしお寄せください。

●「広報とうかい」で紹介する場合もあります。

●この封書は、平成19年３月31日まで有効です。

き

り

と

り

線

き り と り 線

料金受取人払

東海局承認

4
差出有効期間
平成19年3月
31日まで

切手を張らずに
お出しください（　　　）

〈
受
取
人
〉

東
海
村
大
字
白
方
一
七
四
八
番
地
一

　

（
東
海
村
企
画
総
務
部
自
治
推
進
課
扱
い
）

　
　
　
　

東　

海　

村　

長　
　
　

行

3 1 9 1 1 9 0

　封書は切手を張らずにポストに投
とう

函
かん

してください。

　また、このレターはお互いの立場を尊重するものと考えていますので､必ず

住所・氏名・電話番号を明記してください。無記名のものはお答えできません。

■問 合 せ 企画総務部自治推進課自治推進係（☎282-1711　内線1341）

き り と り 線

（11月13日に実施される住居表示により役場の所番地は 
  変わりますが、 このまま使用できます。）
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あなたの声を村政に
　まちづくりのアイデア、身近な問題、みんなに
提言したいこと、何でも結構です。
　行政には目が届かない問題もあると思います。
みんなが工夫すれば、解決できることも多いと思い
ます。難しく考えないでどんな小さなことでも結構
です。
　みんなで支え合えるまちづくりのために、あなた
の知恵をお貸しください。

※無記名にはお答えできません。必ずあなたの住所・氏名を書いてください。
　名前を伏せてほしい方は、氏名の後に「匿名希望」と書き加えてください。

き り と り 線

の り し ろ

の り し ろ

の

り

し

ろ

件　名

住
所
東
海
村

氏
名

職
業

年
齢

電
話
番
号

（これは封書になりますので、切り取って投
とう

函
かん

してください。）

き

り

と

り

線

き り と り 線



8 ●● 9

参加者募集

――――――バスで巡る身近な県政――――――――――――バスで巡る身近な県政――――――

県政ふれあいバス

●
対　
　

象 

県
内
在
住
の
15
歳
以
上
の
方　

※
中
学

生
お
よ
び
県
職
員
を
除
き
ま
す
。

●
定　
　

員 

各
コ
ー
ス
と
も
30
人　

※
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
参

加

費 

無
料

●
そ

の

他 

①
昼
食
や
飲
み
物
、
筆
記
用
具
は
各
自

で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
②
雨
天
決
行
と
し
ま
す
。

③
同
一
コ
ー
ス
へ
の
複
数
の
は
が
き
に
よ
る
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。

県
政
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
Ａ

●
期　
　

日 

10
月
20
日（
金
）

●
見

学

先 

ひ
た
ち
な
か
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
、
常
陸
那
珂
火
力
発
電
所

●
発
着
場
所 

日
立
駅
中
央
口
前（
午
前
８
時
40
分
出

発
、
午
後
４
時
20
分
着
）

県
政
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
Ｂ

●
期　
　

日 

10
月
26
日（
木
）

●
見

学

先 

茨
城
県
原
子
力
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン

タ
ー
、
大
洗
わ
く
わ
く
科
学
館

●
発
着
場
所 

①
常
陸
大
宮
市
役
所（
午
前
８
時
20
分

出
発
、
午
後
４
時
50
分
着
）　

②
水
戸
合
同
庁
舎（
午

前
９
時
20
分
出
発
、
午
後
４
時
着
）

申
し
込
み
・
問
合
せ

　

９
月
29
日（
金
）ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
希
望
コ
ー

ス
、
実
施
日
、
希
望
発
着
場
所
、
参
加
者
全
員（
は
が

き
１
枚
に
つ
き
４
人
ま
で
）
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
職
業（
学
年
）・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
茨
城

県
県
北
地
方
総
合
事
務
所
県
民
生
活
課「
県
政
ふ
れ
あ

い
バ
ス
」係（
〒
310
‐
０
８
０
２　

水
戸
市
柵
町
１
‐
３

‐
１　

☎
225
局
２
４
９
０
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

秋号

　

過
日
、
日
本
郵
政
公
社
は
郵
政
民
営
化
に
向
け

て
、
全
国
の
郵
便
局
の
う
ち
、
郵
便
物
の
集
荷
や

配
達
業
務（
集
配
業
務
）を
行
っ
て
い
る
集
配
局
の

再
編
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

東
海
郵
便
局
は
郵
便
、
郵
便
貯
金
、
簡
易
保
険
な

ど
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
み
を
専
門
に
行
う「
無
集

配
局
」
と
な
り
、
郵
便
物
の
集
配
業
務
等
の
外
務

業
務
は
行
わ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
集
配
業
務
が
行

わ
れ
な
く
な
る
と
、
営
業
時
間
外
に
郵
便
物
や
書

留
の
受
け
取
り
な
ど
が
で
き
る「
時
間
外
窓
口
」が

原
則
廃
止
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ひ
た
ち
な
か
郵
便

局（
集
配
局
）が
集
配
業
務
を
行
う
こ
と
に
な
る
た

め
、
郵
便
物
が
届
く
時
間
が
遅
く
な
る
こ
と
な
ど

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

村
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
郵
便
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
村
議
会
お
よ
び
村
自

治
会
連
合
会
と
と
も
に
、
集
配
局
の
再
編
計
画
の

見
直
し
を
求
め
、
東
海
郵
便
局
の
集
配
業
務
存
続

を
日
本
郵
政
公
社
に
対
し
て
要
求
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。　

※
役
場
敷
地
内
に
懸
垂
幕
を
設
置
し
ま
し
た
。

東
海
郵
便
局
の
集
配
業
務
が

廃
止
に
？
・
・
・
・
・
・
・
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●“ふるさとのまつり”に心躍る
８月５・６日、「第28回東海まつり」が盛大に開催されま

した。東海太鼓保存会による勇壮な演奏で幕を開けた５日、

あでやかな東海音頭踊りや活気あふれるみこし、華やか

な山車とともに軽快なはやしや威勢のいい掛け声が響きわ

たった、駅東大通りは大にぎわい。特設ステージでは、ア

マチュアバンドコンテストなども行われ、会場は熱気に包

まれました。また、６日に阿漕ヶ浦公園で行われた花火大

会では、60連発花火など約3,000発が打ち上げられ、夜空

に美しく舞う大輪の華が多くの来場者を魅了していました。

熱唱“マシコタツロウコンサート”

夜空に舞う大輪の華 パレードを彩る優美な東海音頭

気迫みなぎる大神宮みこし

祭りのオープニングを飾った勇壮な東海太鼓

「祭りは楽しい！」活気あふれる青年会みこし
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７月28日から８月６日までの10日間にわたり、姉妹都市

交流25周年を迎えたアメリカ合衆国アイダホフォールズ

市の学生訪問団（学生13人、引率者３人）が村を訪れまし

た。学生たちは村内の一般家庭にホームステイしながら、

村のさまざまな行事に参加したり各種施設を見学したりす

るなど、異文化を見て触れてじかに体験。祭りでは、浴衣

や法被を着て村民と一緒に踊ったりするなど、楽しみなが

ら訪問団員として国際交流に大いに貢献し、それぞれに味

わった感動や楽しかった思い出を胸に刻んでいたようです。

●今年もアイダホフォールズ市の学生訪問団が来村！

「一緒に遊ぼ！」縁側で食べるトウモロコシは格別？

初めて剣道を体験 浴衣で踊って祭りに花を添えます

「こんなに上手に使えるよ」 身振り手振りを交えて…

夢は「幸せ」

竹刀のプレゼントに超
・

ご機嫌！
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【
俳　

句
】

糊
強
き
浴
衣
剥
々

袖
通
す

 

白
方
中
央　

柴
田　

一
声

夏
あ
ざ
み
一
輪
挿
し
に
収
ま
り
て

 

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

足
病
む
も
我
が
家
の
ば
ら
に
癒
さ
れ
て

 
外　

宿　

照
沼
あ
や
子

炎
天
下
図
書
館
出
で
て
無
帽
悔
い

 

村　

松　

川
﨑　

常
義

暗
闇
坂
共
に
通
い
し
通
学
路

 

村　

松　

正
木　

幹
夫

夏
山
路
最
も
丸
き
石
ひ
ろ
い

 

舟
石
川　

佐
藤　

と
よ

朝
も
や
に
紫
陽
花
濡
れ
し
花
し
ず
く

 

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

草
取
り
の
疲
れ
を
癒
す
ス
カ
シ
ユ
リ

 

外　

宿　

西
山　

純
一

向
日
葵
と
萩
が
同
居
の
異
変
か
な

 

白
方
中
央　

根
本　
　

武

鬼
灯
の
並
び
て
楽
し
き
帰
省
か
な

 

白
方
中
央　

根
本　

怜
子

茄
子
漬
の
菜
に
て
秋
暑
の
昼
餉
終
ふ

 

村　

松　

塙　
　

耕
太

　
　

【
短　

歌
】

四
歳
の
ひ
孫
の
手
紙
判
じ
読
む
う
え
む
き
横
む
き
小
さ

き
文
字
あ
り 

船　

場　

村
上
よ
り
子

　

私
が
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
に
出

合
っ
た
の
は
、
現
在
高
校
２
年
生
の
息
子
が
小
学

５
年
生
の
と
き
で
し
た
。
息
子
が
小
学
校
を
卒
業

し
た
後
も
チ
ー
ム
を
存
続
し
、
子
ど
も
た
ち
と
ふ

れ
あ
い
た
い
、
卒
業
生
が
い
つ
で
も
戻
っ
て
く
る

こ
と
の
で
き
る
場
所
に
し
て
お
き
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
指
導
者
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
卒

業
生
が
体
育
館
を
訪
れ
て
く
れ
た
り
、
体
育
館
以

外
の
場
所
で
も
あ
い
さ
つ
を
し
た
り
、
声
を
掛
け

た
り
し
て
く
れ
る
こ
と
も
、
こ
れ
ま
で
続
け
て
く

る
こ
と
が
で
き
た
大
き
な
要
因
で
す
。

　

茨
城
県
で
は
、
中
学
生
・
高
校
生
、
社
会
人
の

大
会
が
あ
り
、
卒
業
し
た
メ
ン
バ
ー
で
チ
ー
ム
を

つ
く
っ
て
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
社
会
人
大
会
で

は
、
２
部
リ
ー
グ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
準
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
中
学
生
・
高

校
生
大
会
は
レ
ベ
ル
が
高
く
、
大
会
前
に
行
う
数

回
の
練
習
だ
け
で
は
、
満
足
の
い
く
結
果
を
残
す

こ
と
が
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。「
定
期
的
に
練
習

を
し
て
、
大
会
に
出
た
い
…
」。
そ
ん
な
声
が
メ

ン
バ
ー
か
ら
自
然
に
発
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

中
学
１
年
生
か
ら
高
校
２
年
生
ま
で
の
約
20
人
で

チ
ー
ム
を
結
成
し
、
今
年
か
ら
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。ま
だ
ま
だ
手
探
り
状
態
で
は
あ
り
ま
す
が
、

共
に
指
導
し
て
い
る
大
森
コ
ー
チ
と
常
に
心
掛
け

て
い
る
こ
と
は
、〝
メ
ン
バ
ー
が
主
体
性
を
持
っ

た
活
動
で
あ
る
こ
と
〞
で
す
。
わ
れ
わ
れ
コ
ー
チ

が
す
べ
て
を
決
め
て
メ
ン
バ
ー
に
や
ら
せ
る
の
で

は
な
く
、
一
人
一
人
が
自
分
た
ち
で
考
え
、
行
動

す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ボ
ー
ル
の
投
げ
方
な
ど
技
術
的
な
質

問
が
あ
っ
た
と
き
に
も
、
ヒ
ン
ト
と
な
る
ア
ド
バ

イ
ス
は
１
つ
２
つ
だ
け
に
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
質
問
し
た
メ
ン
バ
ー
か
ら
す
れ
ば
、
回
答
に

不
満
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
ろ
い
ろ
考
え
、
行
動
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
主
体
性
や
積
極
性
が
身
に
付
く

の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

つ
い
て
ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
と
話
し
合
う
こ
と
で
、

協
調
性
も
育
つ
と
思
い
ま
す
。ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
は
、

年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
楽
し
め
る〝
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
〞
の
一
つ
な
の
で
、
今
後
も
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を

通
し
て
出
会
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
成
長
を
見
守
り
な

が
ら
、
指
導
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ＰＡＲＴ . ７８

指導者からのメッセージ

青少年育成
体 験 記

ドッジボールを通して
 　 　　DO‐sports Club 指導員

舟石川　小
こ

林
ばやし

　敦
あつし
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ＶＯＬ .  ８８

エッセー頑張る

今どきの
青少年

　

青
い
空
、
白
い
雲
、
緑
の
芝
生
、
視
線
の
先
に

は
的
。
震
え
る
手
、
苦
し
い
…
。
し
か
し
、
こ
こ

で
負
け
た
ら
28
メ
ー
ト
ル
先
の〝
ア
イ
ツ
〞を
貫
く

こ
と
は
で
き
な
い
。
弦
を
放
れ
た
矢
は
風
を
切
り

裂
き
、「
パ
ァ
ン
！
」と
い
い
音
を
立
て
た―

―

。

　

僕
は
、
東
海
南
中
学
校
弓
道
部
の
部
長
を
務

め
て
い
ま
す
。
わ
れ
ら
が
弓
道
部
は
、
１
年
生
22

人
、
２
年
生
13
人
、
３
年
生
21
人
の
計
56
人
で
、

顧
問
の
園
部
先
生
や
村
の
弓
道
連
盟
の
方
々

の
ご

指
導
の
下
、
日
々

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ

だ
け
の
話
で
す
が
、
部
を
ま
と
め
る
の
は
と
て
も

大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
仲
間
の
支
え
も
あ
り
、

部
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、第
１
の
目
標
で
あ
る「
夢

は
大
き
く
全
国
制
覇
！
」
に
向
け
て
突
き
進
ん
で

い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、僕
が
弓
道
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

弓
を
引
く
人
の
姿
が
と
て
も
り
り
し
く
、
格
好
良

く
見
え
た
か
ら
で
す
。
そ
の
姿
に
あ
こ
が
れ
、
小

学
３
年
生
の
と
き
に
弓
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入

団
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
弓
道
の
楽
し
さ
や
奥
深
さ

を
学
び
、
中
学
校
で
は
迷
う
こ
と
な
く
弓
道
部
に

入
部
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
さ
ら
な
る
弓
道
の

奥
深
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
学
ん
だ

こ
と
の
中
に
は
、「
弓
の
持
つ
危
険
な
側
面
」が
あ

り
ま
す
。
弓
は
武
器
と
し
て
生
ま
れ
、
時
代
を
重

ね
る
ご
と
に
、
弓
に
対
す
る
考
え
方
も
変
わ
り
ま

し
た
。
現
在
で
は
競
技
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
た
と
え
考
え
方
が
変
わ
っ
た
と
し

て
も
、
現
存
す
る
武
器
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
、
人
に
矢
が
刺
さ
る

事
件
が
起
き
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
、
ほ
ん
の
少
し

の
油
断
が
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。「
自
分
は
、武
器
を
扱
っ
て
い
る
人
間
だ
」

と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
、
心
に
す
き
を
つ
く
ら
な

い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

僕
た
ち
の
目
標
は
、
全
国
制
覇
で
す
。「
努
力

は
人
を
裏
切
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
の
よ
う
に
、

努
力
し
た
分
だ
け
結
果
は
つ
い
て
く
る
と
思
う
の

で
、
部
員
一
同
力
を
合
わ
せ
て
、
先
輩
た
ち
に
恥

じ
な
い
よ
う
な
戦
い
を
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
部
長
と
し
て
、
残
り
少
な
い
時
間
を
無

駄
な
く
有
効
に
使
い
、
よ
り
い
っ
そ
う
気
合
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
き
空
晴
れ
た
る
け
さ
は
鉢
の
花
明
る
く
美
し
心
も
静

か 

船　

場　

中
井
川
し
げ

お
の
ず
か
ら
こ
こ
ろ
安
ら
げ
り
夕
毎
に
蛙
の
声
が
青
田

に
き
こ
ゆ 

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

そ
れ
ぞ
れ
に
良
き
名
持
ち
た
る
幼
子
の
悲
惨
な
ニ
ュ
ー

ス
見
つ
つ
切
な
し 

村　

松　

高
橋　

正
弘

我
が
家
の
テ
レ
ビ
夕
べ
は
す
で
に
し
て
画
面
は
常
に
ス

ポ
ー
ツ
ば
か
り 

内　

宿　

富
満
て
い
こ

起
き
て
見
つ
寝
て
見
つ
歌
の
如
く
に
て
一
人
と
な
り
し

空
間
む
な
し 
外　

宿　

高
槌　

す
み

軽
や
か
に
ミ
ニ
コ
ン
バ
イ
ン
妹
は
動
か
し
お
り
て
第
二

の
人
生 

内　

宿　

村
上　

文
江

激
動
の
昭
和
を
生
き
し
我
れ
の
手
よ
し
わ
し
わ
に
し
て

今
も
現
役 

南　

台　

根
本
内
俊
男

た
ま
た
ま
の
土
用
二
の
丑
暑
く
し
て
み
ん
み
ん
蝉
の
せ

わ
し
げ
に
鳴
く 

船　

場　

舛
井
庫
之
助

駅
東
ち
ょ
う
ち
ん
触
れ
し
お
み
こ
し
や
金
魚
す
く
い
に

６
日
は
花
火 

舟
石
川　

工
藤
和
一
郎

恋
人
に
よ
り
そ
う
如
き
白
き
蝶
一
輪
の
百
合
か
す
か
に

ゆ
ら
し 

緑
ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

打
ち
上
げ
て
夜
空
に
開
く
花
の
数
見
下
ろ
す
よ
う
な
上

弦
の
月 

外　

宿　

小
林
美
代
子

じ
い
ち
ゃ
ん
の
誕
生
日
と
言
い
孫
き
た
る
い
つ
も
幼
き

も
の
は
楽
し
き 

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

拾
い
来
し
も
み
じ
葉
浮
か
べ
ひ
と
り
風
呂
心
あ
そ
べ
り

こ
の
夜
わ
れ
は 

須
和
間　

柴
山　

靖
子

　
　

【
川　

柳
】

豊
作
か
ざ
わ
わ
ざ
わ
わ
の
う
ら
田
圃

 

白
方
中
央　

関
口　
　

満

弓道を通して
 　 　　東海南中学校３年

船場　井
いの

上
うえ

　竜
りゅう

太
た

郎
ろう
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ＳＴＡＴＩＯＮ　ＧＡＬＬＥＲＹ

　那珂市在住の水墨画を愛好する仲間が集ま

り、生涯学習の一環として20年来、講師に秋

山晩翠さんを迎え、美しい風景や花鳥などを

水墨画で表現したいと励んでいる団体です。

日ごろの成果を作品として展示します。

　ひたちなか市近辺の写真愛好家による集団

です。季節ごとにそれぞれ被写体を求めて撮

影してきた風景やスナップなど、１年間の力

作を発表します。テーマを設けず、作者の感

性が集結された作品を、ぜひご覧ください。

９月10日（日）～ 16日（土）９月17日（日）～ 23日（土）

　生命の感動を表現する方法として、芸術の

形式は多様に発揮されます。楽生会展はメン

バー各自のオリジナルな創作品を発表する場

としており、今回は、写真や書のほか、陶、木・

金属など立体作品も展示します。

　わん状の凹型丸キャンバスや、木枠を組み

合わせた半立体キャンバスなど、変形キャン

バスに描かれた風景画を中心に展示します。

絵画＝平面美術のイメージを変える新しい表

現をご覧ください。

楽生会展
９月24日（日）～ 30日（土）

山崎秋人展
10月８日（日）～ 21日（土）

墨翠会水墨画展全日本写真連盟ひたちなか支部第29回写真展

※
最
終
日
は
午
後
２
時
で

閉
館
し
ま
す
。

※
最
終
日
は
午
後
２
時
で

閉
館
し
ま
す
。

　

登
下
校
途
中
の
児

童
・
生
徒
を
狙
っ
た
痛

ま
し
い
事
件
が
相
次
い

で
発
生
し
た
こ
と
を
受

け
、
村
内
の
学
校
関
係

者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
登

下
校
時
の
付
き
添
い
活

動
に
始
ま
り
、
そ
の
後
、

す
べ
て
の
学
区
に
自
主

防
犯
組
織
が
で
き
、
村

を
挙
げ
て
子
ど
も
た
ち

を
見
守
る
よ
う
な
活
動

に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
東
海
那
珂
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ（
中

村
澄
夫
会
長
）
か
ら
創
立
20
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
の

活
動
に
役
立
て
る
目
的
で
、
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー（
写
真
）

が
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
パ
ト

ロ
ー
ル
カ
ー
は
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
職
員
や
教
職
員
、

青
少
年
相
談
員
な
ど
が
、
①
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時

の
見
守
り
活
動
②
定
例
巡
回
活
動
③
夏
期
特
別
巡
回
活

動―
―

を
行
う
際
に
活
躍
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、「
地
域
ぐ
る
み
」で
、
子
ど
も
た
ち
を
犯

罪
か
ら
守
る
た
め
の
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問

合

せ

　

青
少
年
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
７
０
４
９
）

S
a
f
e
t
y
　
p
a
t
r
o
l
　
c
a
r

こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
が

子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
ま
す

※
最
終
日
は
午
後
２
時
で

閉
館
し
ま
す
。

※
初
日
は
午
後
１
時
に
開

館
し
、
最
終
日
は
午
後

２
時
で
閉
館
し
ま
す
。
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▼
時　
　

間 

午
後
２
時
〜
３
時

▼
対　
　

象 

幼
児
と
そ
の
保
護
者

▼
内　
　

容 

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び
な
ど

▼
そ

の

他 

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
図
書

コ
ー
ナ
ー
で
行
い
ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み
な
ど
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

本
村
の
郷
土
史
料
を
紹
介
し
ま
す

　

本
村
の
郷
土
史
料『
東
海

村
文
書
史
料　

照
沼
家
・

野
上
家
』
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
史
料
は
、
平
成
９
年

に
開
講
し
た
中
央
公
民
館

講
座
の
一
つ
で
あ
る
古
文

書
講
座
の
受
講
者
が
講
師

の
指
導
の
下
、
10
年
間
に

わ
た
り
解
読
を
続
け
、
そ

の
解
読
し
た
成
果
を
集
大
成
さ
せ
た
も
の
で
、
村
教
育

委
員
会
が
東
海
村
発
足
50
周
年
を
記
念
し
て
発
行
し
ま

し
た
。

　

本
村
に
伝
わ
る
天
保
年
間（
１
８
３
０
〜
１
８
４
３
）

か
ら
御
山
横
目
を
勤
め
た
照
沼
市
郎
左
衛
門
の
記
録

と
野
上
家
の
虚
空
蔵
堂
正

別
当
龍
蔵
院
文
書
の
原
文

と
解
読
文
を
同
ペ
ー
ジ
に

上
下
対
比
さ
せ
て
掲
載
し
、

古
文
書
を
学
ぶ
人
に
分
か

り
や
す
く
配
慮
さ
れ
て
い

ま
す
。
い
に
し
え
の
本
村
の

様
子
に
思
い
を
は
せ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

国
民
年
金

だ 

よ 

り

　

平
成
18
年
７
月
の
国
民
年
金
制
度
改
正
に
よ
り
、「
学

生
納
付
特
例
制
度
」お
よ
び「
保
険
料
免
除
制
度
」、「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」
の
申
請
期
限
が
、
平
成
17
年
度

分
に
限
り
、
平
成
18
年
10
月
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度

　

高
等
学
校
、
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
な
ど
に
在
学
す
る
20
歳
以
上
の
学

生
で
、
本
人
の
平
成
16
年
度
の
所
得
が
１
１
８
万
円
以

下
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
手
続
き
は
、「
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特

例
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
学
生
証
、
年
金

手
帳
な
ど
を
持
参
の
上
、
国
保
年
金
係
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

保
険
料
免
除
制
度
お
よ
び
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

保
険
料
免
除
制
度
は
、
世
帯
主
、
本
人
お
よ
び
配
偶

者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
、
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
は
本

人
お
よ
び
配
偶
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
が
基
準
額
以
下

の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
17
年
４
月
か
ら
６
月
分
は
平
成
15
年
度

の
所
得
、
平
成
17
年
７
月
か
ら
平
成
18
年
６
月
分
は
平

成
16
年
度
の
所
得
に
よ
り
審
査
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
手
続
き
は
、「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付

猶
予
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
年
金
手
帳
な

ど
を
持
参
の
上
、国
保
年
金
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問

合

せ

　

福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年
金
係（
☎
282
局
１
７
１
１

内
線
１
１
３
３
）

年
金
制
度
の
申
請

期
限
の
延
長

図
書
館
ト
ピ
ッ
ク
ス

図
書
館
を
一
部
開
館
し
ま
す

　

図
書
館
は
、
天
井
の
改
修
工
事
の
た
め
休
館
し
て
い

ま
し
た
が
、館
内
の「
多
目
的
ル
ー
ム
」で
一
部
開
館（
火

曜
日
か
ら
日
曜
日
ま
で
の
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
ま
で
。
た
だ
し
、月
曜
日
、祝
日
は
除
く
）し
ま
し
た
。

業
務
を
縮
小
し
て
の
開
館
で
す
が
、
新
着
本
や
視
聴
覚

資
料
、
雑
誌
、
新
聞
の
閲
覧
や
貸
し
出
し
、
返
却
が
で

き
ま
す
。

　

貸
し
出
し
に
つ
い
て
は
、
９
月
３
日
ま
で
は
60
冊
ま

で
３
か
月
間
で
し
た
が
、一
部
開
館
時
は
通
常
の
冊
数
、

期
限
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
読
み
終
え
た
貸
し
出
し
資

料
は
、
休
館
日
や
夜
間
で
も
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
へ
返
却
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
玄
関
前
駐
車
場
は
工
事
の
た
め
ご
利
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
東
海
南
中
学
校
側
の
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
工
事
期
間
中
は
大
変
ご
不
便
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」に
よ
る
お
は
な
し
会
の
開
催
場
所
の
変
更

図
書
館
の
改
修
工
事
に
伴
い
、「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」に

よ
る
お
は
な
し
会
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ど
う
ぞ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
日

程

等 

９
月
16
日（
土
）…
白
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー　

９
月
23
日（
土
）
…
舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

10
月
７
日（
土
）…
中
丸
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

休館日
９月11日（月）・18日（月）

　　  19日 （火）・23日（土）

　　  25日 （月）

10月２日（月）・９日（月）

　　  10日 （火）
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募集

平成 18 年８月１日現在
前月比

世帯数 13,234 世帯  ＋ 41
総人口 35,878 人 ＋ 82
　男 17,995 人 　＋ 39
　女 17,883 人 ＋ 43

人口と世帯数 9・10 号／お知

クアップ／ Sep.

いんいいんんふふふぉぉぉ
めめめーーーしししょょょんんん

　

ら
せ

ピ
ッ

☎ 282-1711（代表）

役場の電話番号

■日　　時 10月15日（日）　午前８時集合（ふ
れあいの森公園駐車場）
■目 的 地 那須ハイランドパーク
■対　　象 村内在住の母子家庭の親子
■定　　員 35人（応募者多数の場合は抽選）
■参 加 費 1,000円／世帯（入場券・昼食代を含
む）　※園内の乗り物代は自己負担となります。
■申し込み・問合せ ９月22日（金）までに、境
洋子さん（東海村母子寡婦福祉会会長　☎
282-4817）へ申し込みください。

親子日帰り研修会参加者募集

　社会福祉協議会は、今年で設立50周年を迎え
ました。これに伴い、記念誌を作成しています
が、社会福祉協議会の事業に関する写真や資料
など、特に、昭和31年から61年ころの資料が不
足しています。写真や資料をお持ちの方は、ぜ
ひお寄せください。なお、お寄せいただいた写
真や資料は、必ず返却します。
■問 合 せ 社会福祉協議会（☎282-2804）

社会福祉協議会に関する資料を集めています！
●日　　時 毎月第３木曜日　午前９時～11時

●場　　所 サンフラワーこどもの森保育園

●対　　象 ０歳児から就学前までの児童とそ

の親（先着40組）

●内　　容 リトミック、おもちゃ作りなど

●参 加 費 100円／月

●そ の 他 ①平成18年度後期（３月まで）会員

の募集です。②参加費は一括納入となります。

●申し込み・問合せ ９月12日（火）から、サン

フラワーこどもの森保育園（☎287-7111）へ

申し込みください。

子育て支援事業
「こどもの森親子ランド」会員募集

初級講座

●期　　日 毎週金曜日

●時　　間 午後６時～６時50分

●場　　所 中央公民館

●対　　象 中学生以上で、中国語の発音を学

んだことがある方

●定　　員 先着30人

●受 講 料 500円／回

中級講座

●期　　日 毎週金曜日

●時　　間 午後７時～９時

●場　　所 中央公民館

●対　　象 中学生以上で、中国語初級程度の

学力がある方

●定　　員 先着30人

●受 講 料 1,000円／回

講　　師

　髙建華さん（常陽藝
げい

文
ぶん

センター常任講師）

申し込み・問合せ

　篠原遥さん（☎282-1460）

「中国語を学ぶ会」
会員募集 ●期　　日 10月12日（木）

●場　　所 ザ・オーシャンゴルフクラブ（日

立市小木津町771-1）

●対　　象 村内在住・在勤の方

●プレー費 5,000円／人（セルフ、食事付き）

●参 加 費 2,000円／人

●申し込み・問合せ ９月22日（金）までに、参

加費を添えて総合体育館（☎283-0673）へ申

し込みください。

秋のチャリティーゴルフ大会
参加者募集
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診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
問 合 せ 救急医療情報コントロールシステム(☎241-4199）
期日 病医院名 電話番号
10日(日) 尾形クリニック 282-4781

17日(日) 村立東海病院 282-2188

18日(月) 茨城東病院 282-1151
23日(土) 石井整形外科クリニック 270-5141
24日(日) 武藤小児クリニック 282-7722

９月の休日診療日程
　照沼家文書・天保４年の隠密御用留について
学んでみませんか。
■活 動 日 10月から平成19年３月までの毎月
第１・３土曜日

■時　　間 午前10時～ 11時30分
■場　　所 中央公民館
■対　　象 村内在住の方（50人）
■会　　費 1,000円／月
■申し込み・問合せ 佐藤美智子さん（☎283-
1541）

健康維持コース
　３つのクラスに分けて行います。
■期　　間 前半…10月２日（月）から12月16
日（土）までの週１回または２回　後半…平成
19年１月６日（土）から３月19日（月）までの
週１回
■対　　象 ①村内在住のおおむね65歳以上
の方　②村内在住の40歳以上の方
■日 程 等 

■参 加 費 １組／前半…6,000円（20回）　後
半…3,000円（10回）　２組・土曜／前半…
3,000円（10回）　後半…3,000円（10回）

リハビリテーションコース
　２つのクラスに分けて行います。
■期　　間 リハビリテーション１組／前半…
10月２日から12月11日までの毎週月曜日　
後半…平成19年１月15日から３月19日まで
の毎週月曜日　リハビリテーション２組／前
半…10月５日から12月14日までの毎週木曜
日　後半…平成19年１月11日から３月15日
までの毎週木曜日
■時　　間 午後１時～２時
■対　　象 村内在住の40歳以上で、障がいが
あり、機能回復訓練を希望する方
■定　　員 各クラスとも若干名
■参 加 費 前・後半とも3,000円（10回）

場　　所
　総合福祉センター内機能回復プール

内　　容
　水中でのウオーキングや体操など

そ の 他
　①初参加の方を優先します。②参加費は前・
後半に分けて支払うことになります。

申し込み・問合せ
　９月16日（土）までに、高齢者センター（☎
282-4300）へ直接申し込みください。なお、受
け付けの際、簡単な問診を行います。

対　象クラス曜　日 時　間 定　員
① １組 月・金 ９：30 ～ 10：30 先着13人
① ２組 木 ９：30 ～ 10：30 先着13人
② 土曜 土 ９：30 ～ 10：30 先着13人

　「食から考える環境問題」をメーンテーマに開

催する「とうかい環境フェスタ」に、展示ブース

を出展する団体および企業を募集します。

●期　　日 平成19年２月24日（土）

●時　　間 午前９時～午後３時

●場　　所 総合体育館

●そ の 他 応募団体多数の場合は、メーン

テーマに沿ったブースを出展する団体を優先

します。

●申し込み・問合せ ９月29日（金）までに、経

済環境部環境政策課環境計画推進係（内線

1454）へ申し込みください。

「とうかい環境フェスタ」の
展示ブース出展団体を募集します

　脳を刺激し活性化させなが

ら、筋力アップを図る脳骨筋

健康体操教室を開催します。

お気軽にご参加ください。

●期　　日 10月３日（火）・10日（火）・17日（火）

・31日（火）、11月14日（火）・21日（火）、12月

５日（火）、平成19年１月16日（火）・23日（火）、

２月６日（火）・13日（火）・20日（火）、３月６日

（火）・13日（火）・20日（火）　※全15回

●時　　間 Ａクラス…午前11時～正午　Ｂ

クラス…午後１時30分～２時30分

●場　　所 総合福祉センター「絆
きずな

」

●対　　象 村内在住のおおむね65歳以上の方

●定　　員 各クラスとも先着40人

●参 加 費 1,500円（15回）

●そ の 他 初参加の方を優先します。

●申し込み・問合せ ９月16日（土）までに、高

齢者センター（☎282-4300）へ直接申し込み

ください。

脳骨筋健康体操教室
参加者募集

「東海村古文書を学ぶ会」会員募集

水中体操教室参加者募集
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　絵本や紙芝居を楽しんだり、戸外で自然と戯
れたりして、親子で楽しい時間を過ごしてみま
せんか。
■日 程 等 

■時　　間 午前10時～ 11時
■対　　象 村内在住の就学前の児童とその親
■問 合 せ 地域子育て支援センター（百塚保
育所内　☎270-5660）

期　　日 場　　所
９月20日（水） 村松コミュニティセンター
10月18日（水） 石神コミュニティセンター
11月15日（水） 舟石川コミュニティセンター

　茨城労働局、茨城県、ハローワークでは、障
がい者の就職機会の拡大を図るため、「障害者
就職面接会」を開催します。
■期　　日 ９月29日（金）
■時　　間 午後１時～３時30分
■場　　所 ホテルレイクビュー水戸（水戸市
宮町1-6-1）
■申し込み・問合せ ハローワーク水戸（☎
231-6221）

　独立行政法人平和祈念事業特別基金では、旧
軍人等で恩給を受けていない方（遺族の方も含
む）、および終戦に伴い、日本以外の地域から引
き揚げてこられた方に慰謝の念を示すために、
内閣総理大臣名の書状などを贈呈しています。
■申し込み 福祉部社会福祉課に備え付けの用
紙に必要事項を記入の上、独立行政法人平和
祈念事業特別基金（〒163-0231　東京都新宿
区西新宿2-6-1）へ申し込みください。

■問 合 せ 福祉部社会福祉課地域福祉係（内
線1167）、独立行政法人平和祈念事業特別基
金（☎0120-234-933　ホームページhttp://www.
heiwa.go.jp/）

内閣総理大臣名の書状などを贈呈しています

「障害者就職面接会」開催

エトセトラ

■期　　日 ９月23日（土）
■時　　間 午前10時～午後２時
■場　　所 三の丸庁舎（水戸市三の丸1-5-38）
■内　　容 動物の正しい飼い方展、子犬の譲
渡（予約制）、動物ふれあいコーナー、動物な
んでも相談ほか　※子犬の譲渡は、事前に申
し込みが必要となります。

■申し込み・問合せ 茨城県動物指導センター
（☎0296-72-1200）

大好きいばらき動物愛護フェスティバル2006

　茨城ゆとりある住生活推進協議会では、10

月の住宅月間に合わせて、「茨城ハウジングシ

ンポジウム2006」を開催します。さまざまなリ

フォーム術や、新潟県中越地震の災害報告を踏

まえての安心できる住まいづくりについて学ん

でみませんか。

●日　　時 10月14日（土）　午後１時～４時

●場　　所 つくば国際会議場（つくば市竹園

2-20-3）

●講　　師 辰巳琢郎さん（俳優）、戸田巧さん

（（社）日本建築構造技術者協会茨城クラブ代表）

●定　　員 先着300人

●入 場 料 無料

●申し込み・問合せ ９月30日（土）まで（当日

消印有効）に、代表者の住所・氏名・電話番

号、参加人数を明記の上、はがき、ファクシ

ミリまたは電子メールで、茨城県土木部都市

局住宅課（〒310-8555　水戸市笠原町978-6

☎301-4759　FAX301-4779　電子メールjutaku

-shido@pref.ibaraki.lg.jp）へ申し込みください。

「茨城ハウジングシンポジウム2006」を
開催します

　住み慣れた地域の中で、安心して暮らしたい。

そんな願いを実現するまちづくりについて、共

に考えてみませんか。ぜひ、ご参加ください。

●期　　日 ９月30日（土）

●時　　間 午前10時～正午　※午前９時30分

受付開始

●場　　所 総合福祉センター「絆
きずな

」

●内　　容 ①基調報告／「地区社協組織化進

捗
ちょく

状況について」　②講演／演題…「これが

小地域福祉活動の醍
だい

醐
ご

味
み

！」　講師…小島セ

ツ子さん（東京都社会福祉協議会特別研究員）

●定　　員 先着200人

●参 加 費 無料

●申し込み・問合せ ９月26日（火）までに、社

会福祉協議会（☎282-2804）へ申し込みくだ

さい。

地域に福祉を築こう講演会
参加者募集

子育て支援事業「ハッピーランド」を開催します
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　児童手当法の改正により、児童手当の支給対
象年齢が小学校修了前（12歳到達後最初の３月
31日）までに拡大されるとともに、所得制限が
引き上げられました。支給対象要件に該当する
方で、まだ申請をしていない方は、平成18年４
月１日にさかのぼって支給されますので、９月
29日（金）までに、福祉部社会福祉課児童福祉係
へ申請してください。
■問 合 せ 福祉部社会福祉課児童福祉係（内
線1169）

　６月から８月にかけて実施した村の総合検診
の結果説明会を行います。基本健康診査におけ
る検査値の読み方や生活習慣病、メタボリック
シンドロームについて、医師が説明しますので、
ぜひご来場ください。
■日　　時 ９月20日（水）　午後１時30分から
■場　　所 総合福祉センター「絆

きずな

」
■そ の 他 ①予約制保育サービス（無料）があ
ります。②検診結果通知書をご持参ください。
■申し込み・問合せ 保健センター（☎282-2797）

　事業所・企業統計調査は、すべての事業所が
対象となる大規模な調査で、日本のすべての産
業を包括的にとらえる重要な役割を担うもので
す。９月下旬から、調査員証を携行した調査員
が各事業所を訪問しますので、ご協力をお願い
します。
■問 合 せ 企画総務部企画財政課企画調整係
（内線1335）

事業所・企業統計調査にご協力ください

●期　　日 11月19日（日）

●場　　所 東海文化センター

●出 演 者 斎藤雅広さん（ピ

アノ奏者）、家田紀子さん（ソ

プラノ歌手）、山本祐ノ介さ

ん（チェロ奏者）

名曲セレクションⅠ～親子で楽しむピアノコンサート～

●時　　間 午前11時開演

●入 場 料 大人／ 1,500円　中学生以下／

500円　※全席指定

●そ の 他 小さなお子さんでも、座席が必要

な場合は入場券が必要となります。

名曲セレクションⅡ～斎藤雅広ピアノコンサート～

●時　　間 午後３時開演

●入 場 料 2,000円　※全席指定

●そ の 他 ①未就学児は入場することができ

ません。②託児サービス（1,000円／人）があ

りますので、希望する方は11月12日（日）まで

に申し込みください。

申し込み・問合せ

　９月16日（土）の午前９時から、（財）東海村

文化・スポーツ振興財団（東海文化センター内

☎282-8511）で窓口販売を行います。なお、残

券がある場合のみ、午後１時から電話予約を受

け付けます。

クラシックコンサート
「斎藤雅広とその仲間たち 名曲セレクションⅠ・Ⅱ」

■期　　日 ９月15日（金）
■時　　間 午後１時30分～３時30分
■場　　所 舟石川コミュニティセンター
■対　　象 村内在住で、家庭に心の病気を持
つ方がいる家族

■内　　容 懇談、意見交換
■申し込み・問合せ 福祉部社会福祉課障がい
福祉係（内線1136）

家族交流会を開催します

検診の結果説明会を開催します費　
用

無　
料児 童 手 当 に つ い て

水戸市●第30回世界オセロ選手権大会
　第18回全国生涯学習フェスティバル「まなび
ピアいばらき2006」協賛イベントとして、10月
６日（金）から８日（日）まで、オセロの発祥地で
ある水戸市で「第30回世界オセロ選手権大会」
を開催します。

出張オセロミュージアム
◆期　　日 10月８日（日）
◆場　　所 県民文化センター
◆内　　容 世界オセロ選手権大会決勝戦の生
中継、オセロの歴史の紹介など

天下一オセロ大会 in MITO
～世界の強豪にチャレンジ！～

　水戸市内の各所に設けられたオセロブース
で、世界選手権出場選手など、世界や日本の各
地から集まった強豪たちとオセロを打つことが
できます。世界レベルのオセロを体験してみま
せんか。
◆期　　日 10月９日（月）
◆場　　所 水戸駅周辺から大工町までの各所

問 合 せ
　火曜日から土曜日に、水戸オセロプロジェク
トいばらき推進委員会事務局（☎224-0906）へお
問い合わせください。

費　
用

無　
料

となりのまちからとなりのまちから

イベントガイドイベントガイド
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ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-66

夢は…。“盲導犬訓練士”

村松小学校６年●大
おお

内
うち

雄
ゆう

斗
と

　ぼくの将来の夢は、盲導犬訓練士になることです。

そのきっかけは授業で盲導犬を必要としている人がた

くさんいるということを知ったからです。

　ぼくたちは当たり前のように目が見えますが、世の

中には目が見えない人もたくさんいます。そこで活躍

するのが盲導犬です。でも、欲しがっている人と盲導

犬の数には大きな差があり、さらに、盲導犬を育てる

には多くの人たちの愛情と日数がかかります。

　もう１つのきっかけは、ぼくの父と母は体の不自由

な人たちの学校の先生です。ぼくもそのような人たち

を助ける仕事がしたいと思いました。盲導犬訓練士と

簡単に言ってもこの仕事は生き物が相手なので、根気

を必要とし、大変な仕事です。でも、ぼくは何よりも

犬が好きだし、大変な分だけ人の役に立てるのだと思

います。だから、立派な訓練士を目指して頑張ります。
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。
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。
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け
合
え
る
、
そ
し

て
、「
枝
里
香
が
妹
で
良
か
っ
た
」、「
美

香
が
お
姉
ち
ゃ
ん
で
良
か
っ
た
」
と
思

え
る
姉
妹
で
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

かえるのおみこし

　幼稚園の夏祭りで、お友達とかえ

るのおみこしを担いだときの様子を

描いてくれた桃ちゃん（５歳）。

　「少し重たかったけど、みんなで

おみこしを担いで楽しかったよ！」

と元気に話してくれました。

渡
わ
た
な

辺べ 

智と
も

美み

舟石川
幼稚園●森

もり

下
した

桃
もも

ちゃん


